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スポットツアー株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：鳥居暁、以下：スポットツアー）

と、株式会社アスカネット（本社：広島県広島市、代表取締役社長兼 COO 松尾雄司、以下：アスカ

ネット）は、スポットツアーが提供するデジタル観光ツアーアプリ「SpotTour」において、「フォト

ブック 1万人プレゼントキャンペーン」を開始することを発表します。 

 

デジタル観光ツアーアプリ「SpotTour（スポットツアー）」は、日本各地の持続可能な観光整備を

サポートするアプリです。会員登録不要で無料で利用できます。 

デジタル観光ツアーの参加者がスマートフォンで観光地の撮影をすることで、ロケーションテクノ

ロジーによるスポット訪問履歴をもとにした、デジタル版フォトブックが 10秒程度で自動生成され

ます。従来のフォトブックサービスが持つ「写真を選択・整理する手間」「スポットの情報を記入す

る手間」「フォトブックを編集する手間」を解消する本機能の実装により、旅の思い出を残し「また

来たくなる」革新的なフォトブックサービスを実現しています。 

 

そして、国内最大級のフォトブックサービス「マイブック」を提供するアスカネットとともに、

「SpotTour」アプリ内のデジタル版フォトブックを印刷して自宅に配送するサービスを開始しまし

た。2020年には訪日外国人向けに米国・中国・韓国・台湾などへの配送も対応予定です。フォトブ

ックの印刷からお届けまでを、アスカネットが担います。 

 

この度、フォトブックの配送サービスの開始に合わせて「フォトブック 1万人プレゼントキャンペ

ーン」を開始しました。「Spottour」からフォトブックを無料で注文することができます。 

 

スポットツアーは、東京地下鉄株式会社（東京メトロ）が実施するオープンイノベーションプログ

ラム「Tokyo Metro ACCELERATOR 2018」の最終選考で採択されました。2019 年 7月より東京メトロ

との実証実験の第一弾として「駅から始まるさんぽ道」飯田橋駅・千駄木駅・西葛西駅の 3ツアーを

提供開始し、10月より新宿御苑前、秋葉原、明治神宮前<原宿>の 3ツアーを追加しています。 

 

その他にも、アクティブシニア向けの新聞・季刊誌を東京・神奈川で 220万部発行の「はいから」

が企画する『江戸三十六見附ウォーク（全４回）』の第 1回「浅草橋門から市ヶ谷門まで歩こう」、大

阪の便利なシェアサイクル「HUBchari」（ハブチャリ）が企画する大阪観光のおすすめツアーなどの

 

「フォトブック 1万人プレゼント！」 
観光で撮影した写真から１０秒で制作 



ツアーも提供しています。 

 

スポットツアーでは、これらからも既成概念を変える革新的な機能に挑戦し、さらなるサービスの

向上を目指してまいります。 

 

※ スポットツアー株式会社は、ボクシーズ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：鳥居

暁）の SpotTour事業を 2019年 6月 12日付けで分社化して設立した会社です。 

※ 特許取得のテクノロジーは、株式会社タグキャスト（東京都千代田区）が提供するロケーション

テクノロジー（GPS/IoT）を利用しています。 

※ 記載の会社名・団体名・製品名およびサービス名は、それぞれの会社・団体の商標もしくは登録

商標です。 

 

■SpotTourについて  

 

「SpotTour」は、最新テクノロジーを活用し、日本各地の持続可能な観光整備を実現することを目

的にしています。「クラウドガイド」「地域」「観光客」をつなぐアプリです。特許取得のロケーショ

ンテクノロジー（※）を活用し、国土交通省および経済産業省のプロジェクトに採択された観光ガイ

ドアプリを基に開発しました。 

 

観光客は、各地の観光スポットを巡るデジタルツアー（無人観光）に参加できます。12 言語に対

応し、無料で利用できます。ツアーに参加すると、観光スポットまでナビゲーションしてくれます。 

観光スポットに行くと、デジタルスタンプを集めることができて、現地に行くと開放される情報

（限定情報）も見ることができます。観光スポットに訪問した日時の履歴は、「ツアーカード」とし

て自動的に作成されるため、思い出の記録として役立ちます。 

 

日本は急速な人口減少が進んでいます。人口減少に対処する手段が求められており、地域経済を活

性化する観光は有効な手段の１つです。しかし、日本の各地域の観光整備は、国や自治体の予算に依

存しており、テクノロジーの進化に追いつかず、取り残されています。 

「SpotTour」は、各地域の点（観光情報）を整備し、観光客のニーズに合わせた多様な線（ツア

ー）を創出することができる観光プラットフォームです。「クラウドガイド」が「無人観光」を提供

できます。 

観光整備のための予算が少ない小さな町や地域などでも「SpotTour」アプリを活用することで、最

新テクノロジーによる持続可能な観光整備を「無料」で実現できます。 

 

  



 

■フォトブック 1万人プレゼントの利用方法  

 

 

■フォトブック 1万人プレゼントの対象ツアー（2019 年 10月 21日時点） 

 

・ツアーコード『06355』 東京メトロ【新宿御苑前駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『08625』 東京メトロ【秋葉原駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『03315』 東京メトロ【明治神宮前<原宿>駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『69313』 東京メトロ【千駄木駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『59426』 東京メトロ【西葛西駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『03071』 東京メトロ【飯田橋駅】駅から始まるさんぽ道 

・ツアーコード『65924』 はいから「江戸三十六見附ウォーク」第 1回  

浅草橋門から市ヶ谷門まで歩こう 

・ツアーコード『83406』 THE★大阪観光定番コース by HUBchari 

・ツアーコード『29098』 大阪デートコース by HUBchari 

・ツアーコード『87287』 大阪グルメコース by HUBchari 

・ツアーコード『62432』 大阪おこしゃんせコース by HUBchari 

・ツアーコード『86145』 HUBchariでめぐる大阪・中之島 

 

※SpotTourアプリを起動してツアーコードで簡単に対象のツアーを検索できます。 

※対象のツアーは順次追加されます。 

 

■SpotTour（スポットツアー）のダウンロード 

https://spottour.jp/app/ 

※iOS11以上、AndroidOS6.0以上 

 

https://spottour.jp/app/


■SpotTour（スポットツアー）の紹介サイト 

https://spottour.jp/ 

 

■スポットツアー会社概要 

【名 称】スポットツアー株式会社 

【本 社】東京都千代田区九段北 1-3-5 

【設 立】2019年 6月 12日 

【代表取締役】鳥居 暁 

【資本金】38,730千円 

【業務内容】デジタル観光ツアーアプリの運営 

【ＵＲＬ】http://spottour.jp/ 

 

◆本リリースに関するお問い合わせ先◆ 

スポットツアー株式会社 広報担当 

〒102-0073東京都千代田区九段北 1-3-5 

TEL：03-6268-9991（ボクシーズ株式会社内） FAX：03-6268-9992 
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